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これは『語学王・現代ギリシャ語~ (福田千津子、三修社、 1997)の29ペー

ジに描いたイラストである。

「町では多くの人が廿OAUKαTOlKlaに住んでいます。この πOAUKαTOlKlα の中の

一戸分の区画を Olα戸pl叩 α と呼びます。それに対して、一戸建ては μOVO-

悶 TOlKlaです。他に、一般的な言い方としてσπlTlという単語があります。 jと

いう文章に続いて、 5cmX9cmのスペースにイラストは描かれている。もちろん、

イラストレーターの私の所にゲラが来たときには、このスペースは空白だった。

しかし、 TTOAUKαTOlKlα とμOVOKαTOlKlaの説明のすく後ろにあるからには、この

空白のスペースを TTOAUKαTOlKlα とμOVOKαTOlKlaにふさわしいイラストで埋めな

ければならない。

語学入門書や語学教科書のイラストは

1)読者にやる気を起こさせる工夫

2)読者の理解を助ける工夫

3)学習に疲れた読者の頭を癒す工夫

が不可欠であるというのが私の持論だから、マンションと一戸建てを並べて描
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いて、お茶を濁すというわけにはいかない。

しばらく膜想に耽っていると、頭の片隅で何やら動いたような気がした。そ

こに、何の脈絡もなくカタツムリがいた。これこそ私が描きたかった μOVO-

間 TOlKlα だ。

その直後、頭の反対側の隅にハチの巣が現れたが、この廿OAUKaTOlKlα は無視

することにした。ハチの巣とカタツムリを並べて描いても、いい絵柄になると

は思えないからだ。

こうして上のようなイラストに落ち着いた。

後日、 「語学王」の読者が 110VOKαTOlKlaと再会したとき、 「カタツムリ」を

思い出し、すぐに「一戸建て」を思い出してくれることだろう。 (μOVOKaTOlKlα

がカタツムリだと思いこんでしまった読者がいたとしたら、イラストレーター

としては「ごめんなさい」と謝るしかない…)

「語学王Jからもうひとつ例をとる。

57ページに「どのくらい ?Jというタイトルで頻度を示す5つの語iTOTム悶μla

<j>opa， auxva， aUJJ前ωs'，πaVTaが紹介されている。説明文は3行あるだけで、ほ

ぽ1ページ大の¥3cmX9cmがイラストレーターの手に委ねられている。これだ

けまとまったスペースに、バラバラのイラストを 5枚並べたのでは、あまりに

勿体なさすぎる。ここは一枚の絵としても見ごたえのあるものにしたい。

というわけで、同じ背景の中で、同じ人物がちょっとした動きによって、あ

るときはiTOTEとなり、あるときはσuxvaになるという枠組みを思いついた。

だが、どんな人物を登場させればいいか。 i家に忍び込む泥棒」とか「料理

で失敗するコックj を使って πOTÉ や σUJJ~8w宮を考えたが、今ひとつピンとこな

い。

そして最後に残ったのが「サッカーのゴールキーパーJであった。

キャラクターに決定したコールキーパーはひとりで勝手に動き出す。あると

きはτOT近を演じ、あるときは Kaμlaゆopaを演じてくれる。 5コマ目の πaVTαを

演じてくれたときなどは、私は思わず、ニンマリしてしまったほどだ。

紙面の関係で「語学王Jに載っている約 200枚のイラストの中から 2点だけ

紹介したが、語学入門書におけるイラストが、単なる「場所ふさぎJではなく、

著者の意向を汲んだ、強力な助っ人になっていることが、十分納得できたこと

と思う。
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